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タ
イ
ト
ル『
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
お
宝
鑑

定
家
～

「

う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

」
』
第

8

話 

 

シ
ー
ン1

：
剛

田
質
店
の
店
内

（
約

8

分

） 

（
豪

華

な
内

装

の
剛

田

質

店

。
剛

田

が
鏡

の
前

で

ポ
ー
ズ
を
取

っ
て
い
る
。
手

を
顔

の
前

で
軽

く
広

げ
、

優

雅

に
微

笑

む
。
） 

剛

田

：
（
鏡

を
見

な
が
ら
）「

う
～

ん
、
今

日

も
完

璧

だ
。
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

」 

（
鏡

の
前

で
さ
っ
と
ポ
ー
ズ
を
決

め
、
満

足

そ
う
に
微

笑

む
。
） 

白

金

：
（
掃

除

を
し
な
が
ら
、
少

し
困

っ
た
顔

で
）

「

ま
た
で
す
か…

剛

田

さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
鏡

の
前

が

好

き
で
す
ね
。
」 

剛

田

：
（
鏡

か
ら
目

を
離

さ
ず
に
）「

鏡

よ
鏡

、
今

日

も
美

し
い
。
い
や
、
美

し
い
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
、
こ
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の
店

も
だ
。
」 

白

金

：
（
た
め
息

）「

ま
た
そ
の
セ
リ
フ
で
す
ね…

」 
（
剛

田

が
突

然

、
自

分

を
振

り
返

り
、
白

金

に
向

か

っ
て
語

り
か
け
る
。
） 

剛

田

：「

白

金

、
こ
の
店

は
た
だ
の
店

で
は
な
い
。
」 

白

金

：「

え
え
、
そ
れ
は
分

か
っ
て
ま
す
。
す
ご
く
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
な
内

装

で
す
か
ら
ね
。
」 

剛

田

：「

こ
の
店

の
空

気

、
香

り
、
す
べ
て
が
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
な
の
だ
。
」 

白

金

：「

で
も
、
空

気

や
香

り
っ
て…

ど
う
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
な
ん
で
す
か
？

」 

剛

田

：
（
優

雅

に
両

手

を
広

げ
る
）「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な

も
の
は
、
見

た
目

や
触

れ
る
感

覚

だ
け
で
は
な
い
。

空

気

が
、
香

り
が
、
そ
し
て
私

の
優

雅

な
所

作

ま
で

も
が
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
あ
る
こ
と
が
大

切

な
の
だ
！

」 

白

金

：
（
小

声

で
）「

で
も…

本

当

に
そ
れ
が
大

事

な

の
か
な…

」 
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（
店

の
ド
ア
が
開

き
、
お
客

様

が
大

き
な
箱

を
持

っ

て
入

店

。
） 

 

シ
ー
ン2

：
お
宝

が
到

着

（
約

1
0

分

） 

（
お
客

様

が
箱

を
カ
ウ
ン
タ
ー
に
置

き
、
白

金

が
笑

顔

で
迎

え
る
。
） 

白

金

：「

よ
う
こ
そ
、
剛

田

質

店

へ
！

今

日

は
ど
ん

な
お
品

物

を
お
持

ち
で
す
か
？

」 

お
客

様

：「

実

は
、
家

の
倉

庫

か
ら
出

て
き
た
ん
で

す
。
こ
れ
、
ど
う
し
て
も
鑑

定

し
て
欲

し
く
て…

」 

（
箱

を
開

け
る
と
、
中

か
ら
ル
ビ
ー
製

テ
ィ
ー
セ
ッ
ト

が
現

れ
る
。
） 

白

金

：
（
目

を
見

開

い
て
驚

き
）「

わ
ぁ…

こ
れ
は
、

す
ご
い
で
す
ね
！

」 

剛

田

：
（
ゆ
っ
く
り
と
歩

み
寄

り
、
目

を
輝

か
せ
る
）

「

ふ
む…

こ
れ
は…

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
だ
！

」 

白

金

：
（
震

え
な
が
ら
）「

こ
、
こ
れ
は…

一

体

ど
れ
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ほ
ど
の
価

値

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か…

？

」 

剛

田

：「

そ
の
質

問

が
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
質

問

だ
。
」 

白

金

：
（
心

の
中

で
）「

や
っ
ぱ
り
、
こ
う
き
た
か…

」 

（
お
客

様

が
少

し
不

安

そ
う
に
話

す
。
） 

お
客

様

：「

で
も
、
ど
う
し
て
も
値

段

が
気

に
な
る
ん

で
す
。
こ
れ
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
に
な
る
ん
で
し
ょ
う

か
？

」 

剛

田

：「

値

段

、
値

段…

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
品

物

に
は
、

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
値

段

が
つ
く
の
だ
。
」 

白

金

：
（
目

を
細

め
て
）「

そ
、
そ
れ
は
分

か
り
ま
す

が…

ち
ょ
っ
と
そ
の
値

段

が…

」 

（
剛

田

が
少

し
笑

い
な
が
ら
、
ま
た
手

を
広

げ
る
。
） 

剛

田

：「

白

金

、
こ
の
ル
ビ
ー
と
い
う
宝

石

、
た
だ
の

宝

石

で
は
な
い
。
」 

白

金

：「

は
い
？

」 

剛

田

：
（
少

し
誇

ら
し
げ
に
）「

ル
ビ
ー
に
は
、
石

言

葉

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
」 

白

金

：「

石

言

葉

？

」 
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剛

田

：「

そ
う
、
石

言

葉

だ
！

」 

（
白

金

が
困

惑

し
な
が
ら
も
耳

を
傾

け
る
。
） 

 

シ
ー
ン3

：
石

言
葉
の
熱

弁

（
約

1
2

分
） 

（
剛

田

が
興

奮

気

味

に
、
白

金

に
向

か
っ
て
熱

く
語

り
始

め
る
。
） 

剛

田

：「

ル
ビ
ー
の
石

言

葉

、
そ
れ
は…
情

熱

、
勇

気

、
愛

情

だ
！

」 

白

金

：
（
少

し
困

惑

し
て
）「

情

熱

、
勇

気

、
愛

情…

で
す
か
？

」 

剛

田

：
（
顔

を
輝

か
せ
て
）「

ル
ビ
ー
を
持

つ
者

は
、

常

に
情

熱

に
満

ち
、
勇

気

を
持

っ
て
生

き
る
。
愛

情

を
深

く
、
誰

か
に
注

ぐ
の
だ
！

」 

白

金

：「

本

当

に
、
そ
ん
な
効

果

が…

？

」 

剛

田

：「

そ
れ
が
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
力

だ
！

」 

白

金

：
（
少

し
ず
つ
納

得

し
て
い
く
）「

で
も
、
実

際

に
そ
の
力

を
実

感

す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で

し
ょ
う
か
？

」 
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剛

田

：「

そ
れ
は
、
使

っ
て
み
れ
ば
わ
か
る
！

」 

（
白

金

が
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
を
じ
っ
と
見

つ
め
、
考

え
込

む
。
） 

白

金

：「

で
も
、
実

際

に
使

っ
た
ら
、
情

熱

や
勇

気

が

湧

い
て
く
る
ん
で
す
か
？

」 

剛

田

：
（
に
こ
や
か
に
）「

そ
の
通

り
だ
。
使

え
ば
心

の

中

に
情

熱

が
灯

り
、
勇

気

が
湧

き
、
愛

情

が
深

ま

る
。
」 

白

金

：
（
少

し
疑

い
な
が
ら
）「

本

当

に…
？

」 

剛

田

：「

使

っ
て
み
る
こ
と
こ
そ
が
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
真

髄

だ
！

」 

（
白

金

が
し
ば
ら
く
悩

ん
だ
後

、
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
を
手

に
取

る
。
） 

 

シ
ー
ン4

：
実

際
に
使

っ
て
み
る
（
約

1
5

分

） 

（
剛

田

が
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
を
慎

重

に
セ
ッ
ト
し
、
白

金

に
お
茶

を
注

ぐ
。
） 
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剛

田

：「

飲

ん
で
み
ろ
、
白

金

。
こ
れ
が
ル
ビ
ー
の
力

だ
。
」 

白

金

：「

え
、
あ
、
ま
あ
少

し
だ
け
な
ら…

」 

（
白

金

が
恐

る
恐

る
カ
ッ
プ
を
手

に
取

る
。
） 

白

金

：
（
お
茶

を
一

口

飲

ん
で
）「

え
、
な
ん
だ
か…

す
ご
く
美

味

し
い…

！

」 

剛

田

：
（
う
れ
し
そ
う
に
微

笑

ん
で
）「

そ
れ
が
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
な
効

果

だ
。
」 

白

金

：「

ほ
ん
と
う
に…

お
茶

が
こ
ん
な
に
深

い
味

わ

い
に
な
る
な
ん
て…

」 

剛

田

：「

そ
う
だ
。
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
も
の
は
、
見

た
目

や
表

面

だ
け
で
は
な
い
。
」 

（
白

金

が
じ
っ
と
お
茶

を
見

つ
め
る
。
） 

白

金

：「

こ
れ
、
な
ん
だ
か
気

分

が
落

ち
着

き
ま
す

…

」 

剛

田

：「

そ
れ
も
、
ル
ビ
ー
の
力

だ
。
あ
な
た
の
心

が

穏

や
か
に
な
り
、
情

熱

と
勇

気

が
湧

い
て
く
る
。
」 

（
白

金

が
考

え
込

ん
で
い
る
と
、
剛

田

が
さ
ら
に
語

り
か
け
る
。
） 
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剛

田

：「

そ
し
て
、
愛

情

が
深

ま
る
。
使

う
た
び
に
、

心

が
豊

か
に
な
る
。
」 

白

金

：
（
少

し
驚

き
な
が
ら
）「

本

当

に…

？

」 

（
白

金

が
再

び
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
を
手

に
取

る
。
） 

 

シ
ー
ン5

：
白

金
の
疑

問
と
剛
田
の
熱
弁

（
約

1
2

分

） 

（
白

金

が
考

え
な
が
ら
再

び
話

し
始

め
る
。
） 

白

金

：「

で
も
、
こ
れ
っ
て
た
だ
の
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
で
す

よ
ね…

？

」 

剛

田

：
（
微

笑

み
な
が
ら
）「

白

金

、
目

に
見

え
る
も

の
だ
け
が
す
べ
て
で
は
な
い
の
だ
。
」 

白

金

：「

目

に
見

え
な
い
力

っ
て
、
ど
こ
か
ら
来

る
ん

で
す
か
？

」 

剛

田

：「

ル
ビ
ー
の
力

は
、
古

代

か
ら
伝

わ
る
も
の

だ
。
」 

（
白

金

が
少

し
ず
つ
そ
の
話

に
引

き
込

ま
れ
て
い

く
。
） 
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白

金

：「

古

代

か
ら…

じ
ゃ
あ
、
こ
の
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
に

は
、
ど
ん
な
歴

史

が
込

め
ら
れ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う

か
？

」 

剛

田

：
（
目

を
輝

か
せ
て
）「

こ
の
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
は
、

古

代

の
王

族

が
使

っ
て
い
た
も
の
だ
と
言

わ
れ
て
い

る
。
彼

ら
は
、
こ
の
セ
ッ
ト
を
使

う
こ
と
で
、
心

を
強

く
し
、
戦

い
に
挑

む
勇

気

を
与

え
て
も
ら
っ
た
の

だ
。
」 

白

金

：「

す
ご
い…

！

そ
れ
が
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
力

な

ん
で
す
ね…

！

」 

剛

田

：「

そ
の
通

り
だ
。
」 

（
白

金

が
し
ば
ら
く
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
を
見

つ
め
る
。
） 

 

シ
ー
ン6

：
価

格
の
決

定
と
商
談
成

立
（
約

1
0

分

） 

（
最

終

的

に
お
客

様

に
向

か
っ
て
、
価

格

を
提

示

す

る
シ
ー
ン
。
） 
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剛

田

：「

こ
の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
品

物

に
は
、3

0
0

万

円

で
ど
う
だ
ろ
う
か
？

」 
白

金

：「

え
、3

0
0

万

！

？

そ
れ
は…

ち
ょ
っ
と
高

す

ぎ
ま
せ
ん
か…
？

」 

（
お
客

様

が
少

し
驚

く
。
） 

お
客

様

：「

う
ー
ん
、
確

か
に
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
す
ね…

。

で
も
、
ち
ょ
っ
と
悩

み
ま
す
。
」 

白

金

：
（
内

心

で
焦

り
な
が
ら
）「

本

当

に
成

立

す

る
ん
で
し
ょ
う
か…

」 

剛

田

：
（
微

笑

ん
で
）「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
も
の
に
は
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
な
値

段

が
つ
く
の
だ
。
」 

（
お
客

様

が
し
ば
ら
く
考

え
て
か
ら
、
最

終

的

に
承

諾

す
る
。
） 

お
客

様

：「…

よ
し
、
決

め
ま
し
た
！3

0
0

万

で
お
願

い
し
ま
す
！

」 

白

金

：
（
驚

き
な
が
ら
）「

本

当

に
！

？

決

ま
り
ま

し
た
か…

！

」 

（
取

引

成

立

。
二

人

で
お
客

様

を
見

送

り
、
ほ
っ
と

す
る
。
） 
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シ
ー
ン7

：
エ
ピ
ロ
ー
グ
（
約

8

分

） 

（
商

談

後

、
白

金

と
剛

田

が
テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
を
見

つ
め

な
が
ら
話

す
。
） 

白

金

：「

や
っ
と
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
っ
て
何

な
の
か
分

か
っ

て
き
ま
し
た…

」 

剛

田

：「

そ
の
通

り
だ
、
白

金

。
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
品

物

は
、
見

た
目

だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
背

後

に
あ
る
力

を

感

じ
る
の
だ
。
」 

白

金

：「

テ
ィ
ー
セ
ッ
ト
に
も
、
歴

史

や
物

語

が
込

め

ら
れ
て
い
る
ん
で
す
ね…

」 

剛

田

：「

そ
し
て
、
そ
れ
が
私

た
ち
を
強

く
、
美

し
く

し
て
く
れ
る
。
」 

白

金

：「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス…

！

」 

（
し
ば
ら
く
沈

黙

の
後

、
二

人

が
微

笑

み
合

う
。
） 

 

終

わ
り 
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合

計
時
間

配
分 

1
.  

シ
ー
ン1

（
剛

田

質

店

の
店

内

）
：8

分 

2
.  

シ
ー
ン2
（
お
宝

が
到

着

）
：1

0

分 

3
.  

シ
ー
ン3

（
石

言

葉

の
熱

弁

）
：1

2

分 

4
.  

シ
ー
ン4

（
実

際

に
使

っ
て
み
る
）
：1

5

分 

5
.  

シ
ー
ン5

（
白

金

の
疑

問

と
剛

田

の
熱

弁

）
：

1
2

分 

6
.  

シ
ー
ン6

（
価

格

の
決

定

と
商

談

成

立

）
：1
0

分 

7
.  

シ
ー
ン7

（
エ
ピ
ロ
ー
グ
）
：8

分 

合

計

：8
5

分 

 


